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甲府盆地で桜が満開を迎えるのはおおむね四月の初めごろです。スモモも桃も桜に相次いで花を開

きますから、私たちは春の訪れを手に取るようにはっきりと知ることができます。そのころ、白根

三山を盟主とする南アルプスの稜線付近には、まだ真っ白な雪が残っています。とくに春の雨が花

弁を濡らした翌日の朝などは、新雪が積もり、雪化粧をし直した姿で現れますから一層きれいです。

満開の桜の枝越しに春の陽光に輝く南アルプスを眺めるとき私は山梨に住んでいることの幸せを感

じます。この時期に思い起こす言葉は「養之如春」です。「これを養うこと春の如し」と読みますが、

もの事をなすには、春の陽光が植物を育てるようになすべきだという意味です。なにごともあせら

ず、ゆっくりと着実にやっていきましょう。春はかならずめぐってきます。
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救
命
処
置
は
１
分
、
１
秒
で
も
早
く
行

う
こ
と
が
救
命
率
の
向
上
に
つ
な
が
る

こ
と
か
ら
、
医
師
、
看
護
師
の
区
別
な

く
一
番
近
く
に
居
合
わ
せ
た
も
の
が
行

う
も
の
で
す
。
夜
間
帯
で
は
日
中
よ
り
、

当
直
医
が
駆
け
付
け
る
ま
で
時
間
が
か

か
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
救
急
科
、

循
環
器
科
、
脳
外
科
の
な
い
精
神
科
（
単

科
）
の
看
護
師
こ
そ
救
命
処
置
の
技
術
が

必
要
な
の
で
す
。

　

喉
に
パ
ン
や
肉
塊
な
ど
の
食
べ
物
が
詰

ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
窒
息
事
故
は
ど
こ
の

病
院
、
ど
こ
の
施
設
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
が
、
特
に
精
神
科
で
は
、
向
精
神
薬
に

よ
る
嚥
下
機
能
の
低
下
、
掻
き
込
み
、
丸

呑
み
、
盗
食
、
異
食
な
ど
に
よ
り
窒
息
事

故
が
起
こ
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

詰
ま
っ
た
も
の
（
気
道
異
物
）
の
除
去

に
は
、強
い
咳
が
で
き
れ
ば
咳
を
さ
せ
る
、

背
中
を
強
く
た
た
く
（
背
部
叩
打
法
）、

腹
部
を
胸
に
向
か
っ
て
押
す
（
腹
部
突
き

上
げ
法
）、
口
か
ら
吸
引
す
る
な
ど
を
行

い
ま
す
が
、
喉
頭
鏡
と
マ
ギ
ー
ル
鉗
子
と

い
う
器
具
を
使
っ
て
直
接
取
り
除
く
方
法

が
成
功
率
は
高
く
な
り
ま
す
。
こ
の
方
法

は
医
師
が
行
な
う
も
の
と
の
認
識
が
強
い

と
思
い
ま
す
が
、
看
護
師
も
行
な
え
る
処

置
な
の
で
す
。

　

嚥
下
困
難
や
誤
嚥
し
や
す
い
患
者
さ

ん
に
対
し
て
は
体
位
、
食
事
形
態
の
工

夫
、
嚥
下
し
や
す
い
食
事
の
提
供
、
歯
科

医
師
を
ま
じ
え
た
嚥
下
機
能
回
復
の
た
め

の
マ
ッ
サ
ー
ジ
な
ど
の
取
り
組
み
を
行
っ

て
い
ま
す
。
食
事
時
に
見
守
り
専
門
の
ス

タ
ッ
フ
を
配
置
す
る
病
棟
も
あ
り
ま
す
。

そ
れ
で
も
窒
息
事
故
を
完
全
に
防
ぐ
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
。
当
院
で
も
複
数
の
窒
息

事
故
が
あ
り
ま
し
た
。

　

当
院
で
は
２
０
１
５
年
か
ら
看
護
、
介

護
職
員
を
中
心
に
専
用
の
人
形
を
使
っ
て
気

道
異
物
除
去
訓
練
を
行
っ
て
い
ま
す
。
目

標
は
、
各
病
棟
に
い
つ
で
も
喉
頭
鏡
と
マ

ギ
ー
ル
鉗
子
を
使
え
る
看
護
師
が
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
訓
練
参
加
者
が
こ
の

器
具
を
使
い
救
命
し
た
例
が
２
例
あ
り
ま

し
た
。
訓
練
の
効
果
が
出
て
き
て
い
ま
す
。

ブ
リ
エ
病
棟
　
看
護
師
　
坂
本
　
幸
廣

喉
頭
鏡
と
マ
ギ
ー
ル
鉗
子
を

使
用
し
た
気
道
異
物
除
去
訓
練

い
ま
し
た
。
展
示
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
栄
養

や
食
事
に
関
わ
る
ブ
ー
ス
が
多
く
あ
り
ま

し
た
。
嚥
下
食
な
ど
を
試
食
し
、
味
が
以

前
と
比
べ
違
和
感
な
く
食
べ
ら
れ
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
て
い
る
も
の
が
多
い
と
感
じ

ま
し
た
。ま
た
病
院
や
施
設
だ
け
で
な
く
、

在
宅
で
も
嚥
下
食
が
食
べ
ら
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
て
お
り
、
と
て
も
興
味
が
惹
か

れ
ま
し
た
。

　
　
　
作
業
療
法
グ
ル
ー
プ

作
業
療
法
士　
浅
野　
享
子

　

２
月
23
日
に
第
33
回
日
本
静
脈
経
腸
栄

養
学
会
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
今
回
、
高

齢
者
の
栄
養
に
着
目
し
た
演
題
、
ポ
ス

タ
ー
発
表
を
見
て
き
ま
し
た
。

　

フ
レ
イ
ル
と
い
う
言
葉
を
知
っ
て
い
ま

す
か
？ 

高
齢
者
に
多
い
「
低
栄
養
」
が

関
係
あ
り
ま
す
。
フ
レ
イ
ル
と
は
、
体
重

の
減
少
、
疲
れ
や
す
さ
、
筋
力
の
低
下
な

ど
が
み
ら
れ
、
そ
の
ま
ま
で
は
要
介
護
の

状
態
に
な
る
可
能
性
が
高
い
状
態
を
い
い

ま
す
。
こ
の
フ
レ
イ
ル
の
状
態
か
ら
、
筋

肉
量
の
低
下
「
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
」
や
、
骨

や
筋
肉
の
障
害
に
よ
り
歩
行
や
日
常
生
活

を
き
た
す
「
ロ
コ
モ
テ
ィ
ブ
シ
ン
ド
ロ
ー

ヌ
」、
さ
ら
に
寝
た
き
り
の
状
態
に
つ
な

が
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
す
。こ
の「
負

の
連
鎖
」
の
大
も
と
と
な
る
原
因
の
ひ
と

つ
が
低
栄
養
で
す
。

　

高
齢
者
は
、
認
知
機
能
、
身
体
機
能
、

疾
患
と
様
々
な
問
題
を
抱
え
て
い
ま
す

が
、
多
職
種
の
介
入
に
よ
り
栄
養
改
善
し

た
症
例
が
い
く
つ
も
あ
り
ま
し
た
。
今

後
、
学
会
で
得
ら
れ
た
情
報
を
当
院
の
Ｎ

Ｓ
Ｔ
委
員
会
に
生
か
し
て
い
き
た
い
と
思

日
本
静
脈
経
腸
栄
養
学
会
に
参
加
し
て

第33回
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法
人
の
魅
力
が
伝
わ
る
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る

　

既
存
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）
は

①
当
院
の
魅
力
・
特
色
の
発
信
力
が
低
い
、

②
ペ
ー
ジ
構
造
が
複
雑
、
③
更
新
作
業
が

難
し
い
、
④
関
連
ワ
ー
ド
で
検
索
し
て
も

表
示
さ
れ
な
い
、
と
い
っ
た
問
題
点
が

あ
っ
た
。
こ
れ
を
解
消
し
、
峡
西
病
院
や

南
山
会
の
サ
ー
ビ
ス
の
魅
力
が
伝
わ
る
Ｈ

Ｐ
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
よ
う
と
考
え
た
。

　

ま
ず
、
チ
ー
ム
内
で
Ｈ
Ｐ
の
タ
ー
ゲ
ッ

ト
お
よ
び
コ
ン
セ
プ
ト
を
検
討
し
右
図
の

よ
う
に
設
定
し
た
。

　

次
に
、
掲
載
す
る
情
報
を
選
定
し
た
。

必
要
な
情
報
や
ペ
ー
ジ
の
機
能
を
チ
ー
ム

内
で
ブ
レ
イ
ン
ス
ト
ー
ミ
ン
グ
す
る
と
と

も
に
、
職
員
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
要

望
を
集
め
た
。
そ
の
情
報
を
分
析
し
、
重

要
性
の
高
低
や
、
閲
覧
者
に
求
め
ら
れ
る

情
報
か
、
発
信
者
が
伝
え
た
い
情
報
か
を

分
析
し
た
。
分
析
結
果
に
応
じ
て
情
報
の

配
置
や
ペ
ー
ジ
構
造
を
決
定
し
て
い
っ
た
。

　

必
要
な
ペ
ー
ジ
数
や
機
能
が
定
ま
っ
た

段
階
で
、
Ｈ
Ｐ
製
作
会
社
を
複
数
社
か
ら

選
考
し
、
理
事
長
お
よ
び
グ
ル
ー
プ
マ

ネ
ー
ジ
ャ
ー
会
議
に
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
し
契
約
の
承
認
を
得
た
。
そ
の
後
、
業

者
が
作
成
し
た
ペ
ー
ジ
案
を
チ
ェ
ッ
ク
し

修
正
依
頼
を
重
ね
た
。
並
行
し
て
、
院
内

の
各
部
署
に
挿
入
文
章
の
作
成
を
依
頼
し

た
り
写
真
撮
影
を
行
っ
た
り
し
た
。
最
終

的
に
平
成
29
年
4
月
11
日
に
ペ
ー
ジ
の
公

開
に
至
っ
た
。
ま
た
Ｈ
Ｐ
完
成
後
、
情
報

を
発
信
す
る
関
係
部
署
に
情
報
更
新
の
操

作
方
法
を
レ
ク
チ
ャ
ー
し
た
。

　

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
前
の
課
題
の
改
善
が
で

き
た
。

①
魅
力
・
特
色
の
発
信
力
の
向
上

　

峡
西
病
院
の
特
色
を
紹
介
す
る
専
用

ペ
ー
ジ
の
設
置
、
先
輩
職
員
の
声
の
掲
載

な
ど
に
よ
り
発
信
力
を
高
め
た
。

②
構
造
の
簡
略
化

　

タ
ー
ゲ
ッ
ト
や
コ
ン
セ
プ
ト
か
ら
議
論

を
始
め
た
こ
と
で
、
必
要
な
ペ
ー
ジ
を
い

ち
か
ら
検
討
で
き
た
。
こ
れ
に
よ
り
不
要

な
ペ
ー
ジ
を
省
き
構
造
を
簡
略
化
で
き
た
。

③
更
新
・
投
稿
頻
度
の
向
上

　

既
存
の
Ｈ
Ｐ
は
専
用
の
ソ
フ
ト
が
入
っ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
で
し
か
更
新
で
き
な

か
っ
た
が
、
新
し
い
Ｈ
Ｐ
は
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
に
繋
が
っ
て
い
る
機
器
で
あ
れ
ば

ど
こ
で
も
更
新
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

平
成
28
年
度
　目
標
管
理
発
表
会

平
成
28
年
度
　目
標
管
理
発
表
会

結
　
果

こ
れ
に
よ
り
担
当
各
部
署
で
投
稿
し
や
す

く
な
っ
た
。
ま
た
、
Ｈ
Ｐ
業
者
の
広
報
委

員
会
へ
の
定
期
参
加
が
可
能
と
な
り
、
専

門
的
な
視
点
か
ら
改
善
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

得
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
検
索
表
示
順
位
の
向
上

　
関
連
ワ
ー
ド
で
検
索
さ
れ
た
と
き
に
表
示

さ
れ
る
よ
う
、
Ｈ
Ｐ
に
キ
ー
ワ
ー
ド
設
定
を

し
た
。こ
れ
に
よ
り
検
索
ワ
ー
ド「
南
ア
ル
プ

ス
市  

精
神
科
」で
表
示
順
位
が
３
位
、「
南

ア
ル
プ
ス
市  

認
知
症
治
療
」で
３
位（
平
成

29
年
６
月
１
日
時
点
）と
向
上
し
た
。

　

今
後
も
定
期
的
に
業
者
か
ら
専
門
的
な

ア
ド
バ
イ
ス
を
得
な
が
ら
、
蓄
積
し
た

デ
ー
タ
に
基
づ
い
て
改
善
策
を
検
討
・
実

行
・
検
証
を
継
続
す
る
こ
と
で
Ｈ
Ｐ
の
使

い
や
す
さ
や
表
示
順
位
の
向
上
が
見
込
ま

れ
る
。

360
度

カ
メ

ラ
で

病
棟

や
病

室
を
見
学
で
き
ま
す
！

峡
西

病
院

の
外

来
・

入
院
・

リ
ハ

ビ
リ

の
ご

案
内
や
魅
力
が
詳
し
く
載
っ
て
い
ま
す

◇ 殊勲賞 ◇
相談心理グループ

川口　　敦
 デイケアグループ　  相談心理グループ

　  清水　悠司　　  齋藤　由布

実
　
行

目
標
設
定
の
理
由

ま
と
め

目
　
標
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今
月
のデ

イ
ケ
ア
活
動
紹
介

チャンネル
デイケ

アChannel
《
プ
ロ
グ
ラ
ム
名
》

　
ジ
ョ
ブ
ト
ー
ク（
月
２
回
金
曜
午
後
）

《
場
　
所
》
有
朋
館　
手
工
芸
室

《
活
動
内
容
》

　
「
働
く
こ
と
」
を
テ
ー
マ
に
、
皆

で
意
見
交
換
・
話
し
合
い
を
行
い
ま

す
。
就
労
に
関
す
る
気
持
ち
や
不
安

を
参
加
者
と
共
有
す
る
こ
と
で
、
解

決
策
を
見
出
し
た
り
不
安
を
軽
く
し

た
り
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
和
や
か
な

雰
囲
気
で
行
わ
れ
て
お
り
、「
働
く

こ
と
」
に
興
味
関
心
が
あ
る
方
は
誰

で
も
参
加
で
き
ま
す
。

《
参
加
者
の
声
》

・
色
ん
な
人
の
話
を
聞
け
て
、
参
考

に
な
る
。
今
仕
事
を
し
て
い
る
か

ら
こ
そ
、
他
の
人
の
話
を
聞
く
中

で
自
分
の
経
験
を
思
い
出
し
て
共

感
で
き
る
こ
と
も
あ
る
。

・
色
々
な
視
点
や
色
々
な
意
見
が
聞

け
て
い
い
。
自
分
の
考
え
だ
け
じ
ゃ

な
く
、
他
の
人
の
視
点
や
意
見
を

聞
い
て
「
こ
ん
な
や
り
方
も
あ
る

ん
だ
」
と
勉
強
に
な
り
ま
す
。

《
問
い
合
わ
せ
》

　

興
味
関
心
が
あ
る
方
や
参
加
希
望

の
方
は
お
近
く
の
ス
タ
ッ
フ
ま
で
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

　作業療法（OT）は、活動を利用した治療のひとつです。
いつもいろいろなプログラムを行っています。今月のOT
だよりでは活動の一部をご紹介します。

ピアノ
月５回、各病棟と
ＯＴ室にてピアノ
の先生がリクエストに応じ
て演奏をしてくれます。

カラオケ
ＬＤ、ＤＶＤ、ＹＯ
ＵＴＵＢＥで懐メロ
から最新曲まで歌う
ことができます。

ホ ッ ト パ ッ ク
で体を温めた後のマッサー
ジでゆっくり過ごせます。

アロマ
月２回アロマの香り
の中でアロマテラ
ピーの先生がハン
ドマッサージをしてくれます。

喫　茶
大 ス ク リ ー ン
で カ ラ オ ケ を
楽しみながら、くつろげる、
喫茶ひまわりです。

文　芸
歳時記を参考に俳
句作りをします。
月１回、講師の先
生の句会があります。

ヨ　ガ
第４火曜日講師の
先生が来てくれま
す。ゆっくり身体を
動かすのんびりしたヨガです。

健康体操
椅子に座りながら
映像を見て、筋力
アップや体伸ばし
を気持ちよく行ないます。

園　芸
野菜を育てる楽し
みと収穫を喜んで
います。車椅子の
方も参加できます。

施設見学
月１回近辺のグ
ループホーム、
アパート、老人ホーム、作
業所などを見学します。

健康クラブ
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春の訪れを感じるこの頃。老健の庭では早咲きの桜が満開になりました。
１・２階・デイケアのそれぞれのフロアでひな祭り会が、開催され、利用者
は「ひなまつり」の歌とともにおいしいおやつをたくさん頂きました。
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健康情報コーナー 介護予防体操のコツ③
今回は、楽しく食事をするために必要な、筋力や柔軟性をアップするポイントを集めました。
「パ・タ・カ・ラ」と発声する舌の体操など、口腔体操と組み合わせて行なうと効果的です。

１．足の裏（足底）の接地を促す

２．握力強化

３．前腕・手首・腕全体の運動

４．首の柔軟運動

　座位の状態で足の裏（足底）がしっかりと床に接地できていないと、体が支
えられず、全身が動かしにくくなります。足の裏を接地したままで片足ずつ前
後や左右に床を滑らす運動で足の裏の接地を促しましょう。足の裏に刺激をあ
たえ、しっかり地に足が着いた感じが得られます。また、足の指の曲げ伸ばし
や、左右に広げたり戻したりする運動をゆっくり行なうのも効果的です。

　握力をある程度維持していないと力みすぎて手がふるえたり、口までこぼさ
ずに運ぶことが困難になったりします。握力強化をする前に手の「グー・パー」
運動を行なうと、準備運動にもなり、力が発揮しやすくなります。

　食べ物をスムーズに口まで運ぶためには、腕の様々な関節の柔軟性が必要で
す。肩周りの運動以外に肘を90度くらいに曲げ、手のひらを上に向けたり下
に向けたりを繰り返します。また手首を回す柔軟運動や腕の協調運動（指先を
自分の鼻先につけ、次に目先のどこか一点まで指先を伸ばしてつける）も効果
的です。

　飲み込みに使う筋肉は、首やその周辺に集中しています。首をゆっくり回し
たり前後左右に動かす運動で柔軟さを保ちましょう。

口腔・食事　～ 口腔・食事動作の改善に必要な４つのポイント ～

「患者と医療者のパートナーシップ」指針
■基本方針
当院は最適な医療を提供すると同時に、患者様やご家族の医療や療養に対する希望・自己決定権を尊重して、患者・医療者のパー
トナーシップを大切にします。

■具体的対応と要望を反映するしくみ
・入院時診療計画を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（医局・看護部）
・月ごとの総合診療計画実施書を説明し、同意を得た上で文書を提供する。（作業療法室）
・カンファレンスへの家族参加の呼びかけ。
・在宅に向けた医療スタッフの訪問と療養環境整備目的の相談を受ける。（訪問看護室）
・ソーシャル・スキル向上目的の訓練計画の立案へ、患者・家族の参加の呼びかけ。（臨床心理室・デイケア室）
・アンケート調査を通じて、要望事項の確認と対応の公開をする。（事務部）
・「ご意見箱」により病院管理者へ意見が届き、対応内容を院内に公開する。（接遇委員会）
・「家族教室」を定期的に開催し、必要な情報の提供と相談に応じる。（医療相談室）

■患者‐医療者のパートナーシップを継続的検討
・指摘された問題や要望については、定期的な検討を行なっています。

作 業 療 法 室
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「
趣
味
は
何
？
」と
聞
か
れ
る
と
、私
の
趣
味
っ

て
何
だ
ろ
う
と
い
つ
も
考
え
て
い
ま
す
。
改
め

て
考
え
て
み
る
と
、
趣
味
と
言
え
る
ほ
ど
で
は

な
い
け
ど
、
些
細
な
好
き
な
こ
と
が
た
く
さ
ん

あ
る
こ
と
に
気
付
き
ま
し
た
。

　

３
歳
の
頃
か
ら
エ
レ
ク
ト
ー
ン
を
習
っ
て
い

た
影
響
か
、
昔
か
ら
音
楽
が
大
好
き
で
、
学
生

時
代
は
よ
く
友
達
と
カ
ラ
オ
ケ
に
行
き
、
今
で

も
気
付
く
と
運
転
中
に
歌
っ
て
い
た
り
し
ま
す
。

高
校
生
の
時
か
ら
飼
っ
て
い
る
愛
犬
と
遊
ぶ
こ

と
も
大
好
き
で
、
た
ま
に
実
家
に
行
っ
て
は
し

つ
こ
く
よ
し
よ
し
し
て
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。
も

う
１
つ
私
の
最
近
の
癒
し
は
、
１
歳
半
に
な
る

姪
っ
子
と
遊
ぶ
こ
と
で
、一
緒
に
お
散
歩
に
行
っ

た
り
、
絵
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
ま
す
。
色
々

な
入
浴
剤
を
買
っ
て
、
今
日
は
ど
れ
に
し
よ
う

か
な
と
選
ぶ
こ
と
も
楽
し
み
の
一
つ
で
す
。
そ

れ
か
ら
、
休
み
の
前
日
に
好
き
な
デ
ザ
ー
ト
を

買
っ
て
、
そ
れ
を
楽
し
み
に
帰
っ
て
か
ら
急
い

で
ご
飯
を
作
っ
て
家
事
を
済
ま
せ
、全
部
終
わ
っ

た
後
に
テ
レ
ビ
を
見
な
が
ら
ゆ
っ
く
り
過
ご
す

時
間
も
大
好
き
で
す
。

　

今
こ
う
し
て
書
い
て
み
る
と
、
も
し
か
し
た

ら
私
の
趣
味
は
、
日
常
の
中
に
小
さ
な
楽
し
み

を
見
つ
け
る
こ
と
な
の
か
も
し
れ
な
い
な
と
気

付
き
ま
し
た
。
毎
日
忙
し
く
あ
っ
と
い
う
間
に

過
ぎ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
小
さ
な
楽
し
み
を
大

切
に
こ
れ
か
ら
も
過
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

栄
養
グ
ル
ー
プ
　
渡
辺
　
佳
代

　

２
０
１
７
年
冬
、
日
本
列
島
は
猛
烈
寒

波
に
覆
わ
れ
各
地
で
大
雪
な
ど
甚
大
な
被

害
を
及
ぼ
し
た
。

　

連
日
の
よ
う
に
、
寒
波
に
対
す
る

ニ
ュ
ー
ス
を
耳
に
し
た
。
大
寒
波
、
強
烈

寒
波
、
ク
リ
ス
マ
ス
寒
波
、
立
春
寒
波
な

ど
様
々
な
寒
波
の
名
前
が
聞
か
れ
た
。

　

○
○
寒
波
と
言
わ
れ
思
い
出
さ
れ
る
の

は
、
４
年
前
に
山
梨
で
大
雪
に
見
舞
わ
れ

た
バ
レ
ン
タ
イ
ン
寒
波
で
あ
る
。
２
月
14

日
～
２
月
15
日
に
か
け
関
東
甲
信
地
方
を

中
心
に
雪
が
降
り
続
き
、
記
録
的
な
降
雪

で
交
通
は
遮
断
さ
れ
、
陸
の
孤
島
と
な
っ

た
。
山
梨
県
民
の
多
く
の
人
が
そ
う
だ
と

思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
程
の
大
雪
を
経
験
し

た
こ
と
が
な
い
私
は
、
大
し
た
こ
と
は
な

い
と
た
か
を
く
く
っ
て
い
た
が
、
１
０
０

㎝
を
越
え
る
雪
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、

し
ば
ら
く
呆
然
と
し
た
こ
と
を
覚
え
て
い

る
。
雪
を
か
い
て
も
か
い
て
も
積
も
り
汗

だ
く
と
な
っ
た
。
そ
の
う
ち
、
雪
を
捨
て

る
場
所
が
無
く
困
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
こ

で
、
雪
を
捨
て
て
も
い
い
場
所
を
調
べ
て

み
た
。
そ
れ
は
『
自
宅
の
敷
地
内
』
と
、

そ
こ
ま
で
運
ぶ
の
が
大
変
で
あ
る
と
思
わ

れ
る
の
だ
が
『
市
区
町
村
が
定
め
た
雪
捨

て
場
』
で
あ
る
と
の
事
。
逆
に
む
や
み
に

雪
を
捨
て
て
は
な
ら
ず
、
捨
て
る
場
所
に

よ
っ
て
は
罰
則
も
あ
る
と
い
う
。
そ
れ
は

①
道
路 

②
川 

③
下
水
道
で
あ
る
。
①
道

路
に
雪
を
捨
て
る
と
歩
行
者
や
自
動
車
の

ス
リ
ッ
プ
な
ど
の
事
故
の
原
因
と
な
り
、

捨
て
た
人
の
責
任
が
問
わ
れ
る
事
も
あ

る
。
②
川
に
捨
て
る
と
、
河
川
を
塞
ぎ
水

が
あ
ふ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、
こ
れ
も
ま
た

責
任
が
問
わ
れ
る
事
も
あ
る
。（
し
か
し
、

国
や
地
方
公
共
団
体
が
定
め
た
場
合
は
こ

の
限
り
で
は
な
い
）
③
下
水
道
で
は
、
溶

け
ず
に
詰
ま
っ
て
し
ま
う
と
排
水
に
支
障

を
き
た
す
恐
れ
が
あ
り
、
復
旧
に
も
時
間

が
か
か
っ
て
し
ま
う
と
の
事
で
あ
る
。

　

寒
さ
が
和
ら
い
で
き
た
が
、
４
月
に

入
っ
て
か
ら
雪
が
降
る
事
も
あ
る
。
雪
を

捨
て
る
場
所
に
も
注
意
し
た
い
が
、
何
よ

り
事
故
や
ケ
ガ
の
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け

た
い
と
思
う
。ク

レ
ル
病
棟
　
深
沢
　
文
江

　
感
動
の
平
昌
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
閉
幕

さ
れ
た
。
わ
た
し
の
印
象
に
残
っ
た

シ
ー
ン
は
た
く
さ
ん
あ
っ
た
が
、
特
に

好
き
だ
っ
た
の
は
…

　
ス
ノ
ー
ボ
ー
ド
の
平
野
歩
夢
く
ん
の

空
中
で
の
芸
術
的
な
技
に
、
観
て
い
る

と
自
分
の
体
が
疼
い
た
。
大
怪
我
か
ら

の
復
帰
が
考
え
ら
れ
な
い
く
ら
い
だ
。

金
メ
ダ
ル
の
選
手
よ
り
も
わ
た
し
は

絶
対
平
野
く
ん
に
金
メ
ダ
ル
を
渡
し
た

か
っ
た
。

　
そ
し
て
、
羽
生
く
ん
と
宇
野
く
ん
の

フ
ィ
ギ
ュ
ア
ス
ケ
ー
ト
。
二
人
の
対
照

的
な
試
合
へ
の
臨
み
方
。
宇
野
く
ん
の

マ
イ
ペ
ー
ス
な
発
言
も
す
ご
い
な
と
思

う
け
ど
、
わ
た
し
は
や
は
り
、
羽
生
く

ん
の
ス
ト
イ
ッ
ク
な
と
こ
ろ
を
ど
う
し

て
も
応
援
し
た
く
な
る
。
頑
張
っ
た
姿

に
涙
ぐ
ん
で
し
ま
っ
た
！ 

や
っ
ぱ
り

お
ば
さ
ん
と
い
う
こ
と
か
な
…

　
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
の
男
子
ス
キ
ー

ア
ス
ロ
ン
で
は
、
ス
タ
ー
ト
直
後
に
転

倒
す
る
が
な
ん
と
金
メ
ダ
ル
。
最
後
ま

で
諦
め
な
か
っ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ク

リ
ュ
ガ
ー
選
手
に
は
い
く
つ
も
の
メ
ダ

ル
を
渡
し
た
い
。

　

そ
の
後
の
選
手
た
ち
は
、
メ
ダ
ル
の

余
韻
に
浸
る
ど
こ
ろ
か
気
持
ち
を
切
り

替
え
、
す
で
に
次
の
試
合
で
戦
っ
て
い

る
。
イ
チ
か
ら
の
出
発
で
は
な
く
ゼ
ロ

か
ら
の
出
発
と
話
し
て
い
る
。
同
じ
こ

と
を
行
な
う
の
で
は
な
く
ま
っ
さ
ら
の

状
態
か
ら
仕
切
り
な
お
し
、
次
の
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
に
向
け
て
も
う
進
ん
で
い
る
。

（
ワ
）
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今月の一枚今月の一枚

今
月
も
お
あ
し
す
に
素
敵
な
作
品
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

※
掲
載
は
五
十
音
順
で
す
。

春
の
夜　

ち
び
り
ち
び
り
と　

蛍
烏
賊

	

石
川　
　

理

茶
を
の
み
て　

桜
の
き
も
ち　

分
り
け
り

	

今
福　

和
人

雪
解
け
や
鳥
の
さ
え
ず
り
朝
日
差
す	

　
　

カ
ナ
メ

	

こ
の
み
だ
な
木
の
芽
ふ
っ
く
ら
か
わ
い
い
娘

圭　

子

冬
の
夜　

１
雨
ご
と
に　

春
が
近
づ
く

	

河
野
か
ほ
る

卒
業
の
校
舎
と
別
れ
生
徒
か
な	

阪
本
み
ず
ほ

も
の
言
わ
ず
目
が
も
の
を
言
う
ひ
な
祭
り

	

塚
原　

光
明

朧
月　

可
愛
い
あ
の
娘
が　

映
る
か
な

	

長
畑　

章
弘

雪
解
け
や
流
る
る
も
の
は
清
水
な
り	

羽
村　
　

茂

も
う
す
ぐ
に　

花
見
の
日
だ
な　

う
れ
し
か
な

	

渡
辺　

あ
き

4月

老健で育てているいちご。
　あと一ヶ月位で赤い実が
　　なるかな？
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 １日　人事異動実施

 ２日　30年度全体目標・
　　　　　事業計画説明会

 ５日　峡西老健運営会議

18日　広報委員会

23日　クリニカルパス委員会


